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3.4.2 コンクリートの施工管理 
浅川ダムでは、コンクリートの打設前検査のためのチェックリストを作成し、これを使用して品質確認を行っている。特に、浅川ダムの基礎岩盤は、掘削後に長期間放置すると劣化が進む特徴があり、2次仕上げ掘

削開始からコンクリート打設完了までを 24 時間以内に施工することが必要である。 
このため、作業人員配置、機械配置計画について十分検討を行うとともに、24 時間以内の作業を確実に守るように作業員へ作業時間を周知するなどの工夫をしている。 
 
(1) 施工管理の方法 

コンクリートの施工管理のフローを図 3.4.7 に示す。図 3.4.7 中にある①～⑩の表示は、表 3.4.4～表 3.4.6、及び図 3.4.8 の①～⑩に対応している。 

 

図 3.4.7 コンクリート施工管理フロー図 

（打設結果確認） 

 
⑨24 時間以内の確認 
 
⑩打設時間記録 

 
 
 
 
 
コンクリート打設 OK 表（表 3.4.4） 

（打設前検査） 

 
①コンクリート製造設備等確認 
 
②岩盤面処理確認 
 

 
 
③型枠確認 

 
 
 
 
 
④打設面処理確認 

 
 
⑤埋設物確認 

 
 
⑥数量計算書等確認        打設レーンスケジュール 

                    （図 3.4.8） 

 
 
 

コンクリート打設 OK 表（表 3.4.4） 

（コンクリート打設） 

 
（JV） 
 
⑦仕上げ掘削、打設記録の作成 
 
⑧コンクリート打設時間等の確認 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コンクリート打設記録表・出荷管理表（表 3.4.5・3.4.6） 

 
（監督員） 

 
コンクリート打設立会 

 
目視によるコンクリート打設等の確認 
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表 3.4.4 コンクリート打設 OK 表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.8 打設レーンスケジュール 

⑩ 

⑨ 

①  
 
 
 
 
② 
 
 
 
③ 
 
 
 
 
④ 
 
 
 
 
⑤ 
 
 
⑥ 

⑥ 
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表 3.4.5 コンクリート打設記録表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.4.6 出荷管理表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ ⑧ 
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(2) 2 次仕上げ掘削からコンクリート打設完了までの施工管理 

特記仕様書では､1 次仕上げ掘削から 2 次仕上げ掘削までの経過時間は最大 10 日､2 次仕上げ掘削開始からコンクリート打設完了までの作業時間は 24 時間以内とすることとしている。施工実績を整理したものが

図 3.4.9 であり、この規定を満足していることを確認している。 
なお､｢2 次仕上げ掘削開始からコンクリート打設完了までの作業時間」は打設ブロックの 2 次仕上げ掘削に着手した時間から、ブロックのコンクリート打設がすべて終了する時間としているが、上下流延長が長

いブロックやコンクリート打設量が多いブロックについては、ブロックを上下流 2 つに分割し、各々について 2 次仕上げ掘削に着手した時間から、ブロックのコンクリート打設がすべて終了する時間で整理している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.9 仕上げ掘削・コンクリート打設に関する経過日数及び作業時間 

 
 
 
 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

1次仕上げ堀削から２次仕上げ堀削までの経過時間（日） 日 2次仕上げ掘削開始からコンクリート打設完了までの作業時間（時間） 時間

24時間

10日

横軸の日付は、2 次仕上げ掘削を開始した日付

1 
 次

仕
上

げ
掘

削
か

ら
2 

次
仕

上
げ

掘
削

ま
で

の
経

過
時

間
（
日

）

2 
 次

仕
上

げ
掘

削
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
完

了
ま

で
の

作
業

時
間

（
時

間
）

前回報告済



 

23 

 
3.4.3 コンクリートの品質管理 

(1) 品質管理基準 

浅川ダムコンクリート品質管理基準（抜粋）を表 3.4.7 に示す。 
 

表 3.4.7 品質管理基準一覧 

種別 試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘 要 

骨

材 

アルカリ骨材反応対策 アルカリ骨材反応抑制対策につ
いて 
（平成 14 年 7 月 31 日付け国官
技第 112 号、国港環第 35 号、国
空建第 78 号） 

「アルカリ骨材反応抑制対策について」（平成
14 年 7 月 31 日付け国官技第 112 号、国港環第
35 号、国空建第 78 号） 
「アルカリ骨材反応抑制対策および運用の改正
について」（H14.8.26） 

骨材試験を行う場合は、工事開始前、工事中 1回/6 ヶ月以上
および産地が変わった場合。 
実施：1回/6 ヶ月 

 

骨材の密度 
および吸水率試験 

JISA1109 
JISA1110 
JISA5005 
JISA5011-1～3 

絶乾密度:2.5 以上 
吸水率:2002 年制定コンクリート標準示方書ダ

ムコンクリート編による。 

工事開始前、工事中 1回/月以上および産地が変わった場合。
実施：1回/月 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト 

塩化物総量規制 コンクリートの耐久性向上 原則 0.3kg/m3以下 コンクリートの打設が午前と午後にまたがる場合は、午前に
1 回コンクリート打設前に行い、その試験結果が塩化物総量
の規制値 1/2 以下の場合は、午後の試験を省略することがで
きる。（1試験の測定回数は 3回とする）試験の判定は 3 回の
測定値の平均値。 
コンクリート打設が午前、もしくは午後だけの場合は 1 回の
み実施。 

・ 小規模工種で1工種当りの総使用量が50m3未満の場合は1工種1回
以上。また、レディーミクストコンクリート工場（JISマーク表
示認定工場）の品質証明書等のみとすることができる。 

・ 骨材に海砂を使用する場合は、「海砂の塩化物イオン含有率試験
方法」（JSCE-C502,503）または設計図書の規定により行う。 

スランプ試験 JIS A 1101 ・A 配合、B配合: 3±1.0cm     
・C-1 配合:5±1.0cm 
・C-2 配合:6±1.0cm         
・C-3 配合:57.5±7.5cm 
・C-4 配合:8±2.5cm 

・ 荷卸し時 
1 回/日または構造物の重要度と工事の規模に応じて 20～
150m3ごとに1回、および荷卸し時に品質変化が認められた時。
実施：配合毎に 1回/150m3 

小規模工種で1工種当たりの総使用量が50m3未満の場合は1工
種1回以上。またレディーミクストコンクリート工場（JISマーク
表示認定工場）の品質証明書等のみとすることができる。 

空気量測定 JIS A 1116 
JIS A 1118 
JIS A 1128 

・A 配合、B配合、C-1 配合、C-2 配合:3.5±1.0%
・C-3 配合、C-4 配合:4.5±1.0% 

・ 荷卸し時 
・ 1回/日または構造物の重要度と工事の規模に応じて20～

150m3ごとに1回、および荷卸し時に品質変化が認められた時。
実施：配合毎に1回/150m3 

小規模工種で1工種当たりの総使用量が50m3未満の場合は1工種1
回以上。またレディーミクストコンクリート工場（JISマーク表示
認定工場）の品質証明書等のみとすることができる。 

コンクリートの圧縮強度
試験 
 

JIS A 1108 （a） 圧縮強度の試験値が、設計基準強度の
80%を 1/20 以上の確率で下回らない。 

（b）圧縮強度の試験値が、設計基準強度を 1/4
以上の確率で下回らない。 

1 回 3ヶ 
1. 1 ブロック 1 リフトのコンクリート量 500m3未満の場合 1

ブロック 1リフト当り 1回の割合で行う。なお、1ブロッ
ク1リフトのコンクリート量が150m3以下の場合および数
種のコンクリート配合から構成される場合は監督職員と
協議するものとする。 

2. 1 ブロック 1 リフトコンクリート量が 500m3以上の場合 1
ブロック 1リフト当り 2回の割合で行う。なお、数種のコ
ンクリート配合から構成される場合は監督職員と協議す
るものとする。 

3. ピア、埋設物周辺および減勢工などのコンクリートは、打
設日 1日につき 2回の割合で行う。 

4. 上記に示す基準は、コンクリートの品質が安定した場合の
標準を示すものであり、打ち込み初期段階においては、2
～3時間に 1回の割合で行う。 

実施： 
打込初期：1日の打設において配合毎に実施。150m3を超える

毎に１回 
品質安定確認後：1 日の打設において配合毎に実施。500m3

を超える毎に 1回 

小規模工種で1工種当りの総使用量が50m3未満の場合は1工種
1 回以上。またレディーミクストコンクリート工場（JIS マー
ク表示認定工場）の品質証明書等のみとすることができる。

温度測定 
（気温・コンクリート） 

JIS Z 8710 コンクリート打込温度 5～25℃ 各ブロックの打込み開始時・終了時及び 150m3毎の品質管理
試験時。配合毎に実施する。 
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(2) アルカリ骨材反応対策 

コンクリート製造用の骨材は、アルカリシリカ反応性試験の結果を確認することとなっている。こ

こで、アルカリシリカ反応性試験（モルタルバー法 JIS A 1146 ）において骨材が無害である条件は、

供試体 3 本の平均膨張率が 0.100%未満のものであるとされている。第 5 回委員会までの試験結果は、

上記の条件を満足し「無害」と判定されている。平成 25 年 2 月 19 日および同年 8 月 19 日に開始した

試験の結果から、図 3.4.10 に示すように供試体 3 本の平均膨張率が 0.1％を上回り、26 週（6 ヶ月）

でそれぞれ 0.325% , 0.251%となったことから、「無害でない」と判定された。 
なお、打設期間中のモルタルバー試験の結果から、26 週（6 か月）で膨張率＞0.1％となる供試体で

は、13 週以前に膨張率が急増する傾向がみられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.10 アルカリシリカ反応性試験（モルタルバー法 ）結果 

 
なお、「無害でない」と判定された骨材であっても「コンクリート標準示方書 ダム編 2013 年度制

定 土木学会」によると、 
 
 
 
 

などの措置をとれば、使用することができるとされている。 
浅川ダムにおいては、建設当初よりコンクリート中のアルカリ総量を最大でも1.5 kg/m3以下とし、

また中庸熱フライアッシュセメント（フライアッシュ置換率 30%）を使用しているため、上記基準を

満足している。このことを踏まえて、当該骨材を継続使用している（図 3.4.11）。 

 
 

 
 
 
 
 
 

図 3.4.11 コンクリート標準示方書（ダム編）による判定 

 
(3) コンクリートの化学的安定性評価を補強するための追加試験 

1) 追加試験内容 

一般的な基準であるコンクリート標準示方書に基づくと、アルカリ総量の規制及び混合セメント

の利用により、アルカリ骨材反応対策は十分であると考えられるが、コンクリート及び骨材の化学

的安定性評価を補強するために、表 3.4.8 に示す追加試験を実施した。 
具体的には用いて次の 3 項目の試験を実施した。 
① 現場採取骨材に対するモルタルバー試験を 1 回/月の頻度で実施。 
② 浅川ダムで使用している中庸熱フライアッシュセメントを用いたモルタルバー試験の実施。 
③ 浅川ダムの実配合のコンクリート（A 配合、C2 配合）に対するコンクリートバー法による試

験の実施。 
なお、アルカリシリカ反応性試験で「無害でない」と判定された骨材をコンクリートバー試験

による試験で「反応性なし」と確認して骨材として使用しているダムもある。 
 

表 3.4.8 追加試験内容一覧表 

 試験内容 試験方法 細 目  

① 現場採取の試験 モ ル タ ル バ ー 法 1 回/月 計 5 回 ①－1～5 
（平成 26 年 2～6 月） 

②
ダムで使用している中庸熱フライ

アッシュセメントを用いた試験 モ ル タ ル バ ー 法 
1 回 MFC を使用 
※MFC： 

中庸熱ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ 
② 

③ 実配合のコンクリートによる試験 コンクリートバー法 1 回×2 配合による比較 ③－1  A 配合（2.4kg/m3添加）

③－2 C2 配合（2.4kg/m3添加）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※コンクリートのアルカリシリカ反応性判定試験方法（コンクリートバー法 JCI-AAR-3-1987） 
 コンクリートがアルカリシリカ反応による有害な膨張やひび割れを生じるか確認する試験である。試験

概要は以下のとおりである。 
配合 ： 現合配合のコンクリートを使用 
供試体寸法 ： 100×100×400mm 
骨材寸法 ： 練り上げ後、ウェットスクリーニング（最大粒径 40mm） 
初期値 ： 24 時間後脱型（初期値を計測） 
判定 ： 材齢 6 ヶ月の膨張率 0.100%未満→反応性なし、0.100%以上→反応性

（i） コンクリート中のアルカリ総量を Na2O 換算で 3.0kg/m3以下に抑える 
（ii） 高炉セメント B 種（スラグ混合比 40%以上）、C 種やフライアッシュセメント 

B 種（同 15%以上）、C 種（同 20%以上）などの混合セメントを使用する 
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2) 試験経過 

図 3.4.12 に現在実施中の追加試験結果を示す。 
まず、平成 26 年 2 月から現場採取材料に対して一か月ごとに実施しているモルタルバー試験（①

-1～5）については、膨張率が 0.1%以上となるものが 2 検体（①-4、①-5）確認された。 
また、上記のモルタルバー試験のうち①-4 については、6 ヶ月時点で膨張率 0.283％となった。

しかし、①-4と同じ骨材を用い、浅川ダムで実際に使用している中庸熱フライアッシュセメントに

より作製した供試体②を用いたモルタルバー法の結果、6 ヶ月時点で膨張率は-0.001%となった。 
これより、コンクリート標準示方書に示されるとおり、低アルカリ型のセメントである中庸熱フ

ライアッシュセメントを用いることでアルカリ骨材反応を抑制できることがわかる。 
さらに、浅川ダムの実配合（A 配合、C2 配合）のコンクリートを用いたコンクリートバー試験に

ついても、6 ヶ月経過時点で最大でも 0.003%と、ほとんど膨張が認められない。 
これらの結果より、浅川ダムで実際に使用している中庸熱フライアッシュセメントを用いたモル

タルバー試験や浅川ダムの実配合（A 配合、C2 配合）のコンクリートバー試験においてほとんど膨

張が見られず、実際のコンクリートにおいては有害な骨材反応は発生しないと判断される。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.12 追加試験結果 
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現場採取試験はプラント側で実施したも

の（図 3.4.10）と同じような傾向を示す 

中庸熱フライアッシュセメントを使用した 

モルタルバー法では膨張が認められない 

コンクリートバー法による試験ではアルカリ添加の

有無にかかわらず最大 0.003%の膨張である 
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コンクリートバー法 



26 

 
(4) 骨材の密度および吸水率試験 

骨材の密度および吸水率は、1 回/月実施しており、測定結果を図 3.4.13～図 3.4.14 に示す。これより骨材品質は、所要の規格値を満足していることを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.13 骨材の品質管理結果（その 1） 

前回報告済 

前回報告済 

前回報告済 

前回報告済 
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図 3.4.14 骨材の品質管理結果（その 2） 

前回報告済 

前回報告済 

前回報告済 

前回報告済 
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H26 年度 

 
(5) 塩化物総量規制 

塩化物総量規制に関する測定結果を図 3.4.15 に示す。 
測定結果はいずれも規格値（原則 0.3kg/m3以下）を満足している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4.15 塩化物含有量履歴図 

前回報告済 

H23 年度 H25 年度 H24 年度 
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(6) コンクリートのスランプ、空気量及びコンクリート打設温度 

フレッシュコンクリートの品質管理は、1 回/150m3の頻度により実施した。 
平成 26 年度は堤体堤頂部の打設であり対象となる配合区分は、外部コンクリート（A 配合）、構造用コンクリート（C1 配合,C4 配合）に限定される。内部配合（B 配合）及び構造用コンクリート（C2 配合、C3

配合）の打設については平成 25 年度までにすべて完了している（表 3.4.9 参照）。 
平成 26 年度に打設された各配合の品質管理結果は、A 配合については図 3.4.16 に、C1 配合については図 3.4.17 に、C4 配合については図 3.4.18 に示す。 
これよりフレッシュコンクリートの品質（スランプ、空気量、温度）はいずれの配合とも所要の規格値を満足していることを確認した。 

 
 

表 3.4.9 コンクリートのダム各配合と使用時期 

配合区分 平成 25 年度以前 平成 26 年度 備考 

A 配合 ○ ○  
B 配合 ○ ―  

C1 配合 ○ ○  
C2 配合 ○ ―  
C3 配合 ○ ―  
C4 配合 ○ ○  

 
 
 

○：打設あり  ―：打設なし 
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図 3.4.16 コンクリート（A 配合）の品質管理結果 
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図 3.4.17 コンクリート（C1 配合）の品質管理結果 

H26 年度 
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図 3.4.18 コンクリート（C4 配合）の品質管理結果 
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(7) コンクリート圧縮強度 

コンクリートの圧縮強度結果を図 3.4.19～図 3.4.24 に示す。これより 91 日材齢の圧縮強度は、所要の配合強度を充分満足することを確認した。 
圧縮強度については、X-Rs-Rm 管理図を用いて管理を実施している。図 3.4.25 にその一例を示す。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

図 3.4.19 コンクリートの圧縮強度の品質管理結果（A 配合）

平均強度：35.53N/mm2 

平均強度：18.23N/mm2 

平均強度：7.84N/mm2 

材齢 91 日 
材齢 28 日 
材齢  7 日 

設計基準強度 
4.0N/mm2 

H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

前回報告済 



 

34 

 

 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 

 
 

図 3.4.20 コンクリートの圧縮強度の品質管理結果（B 配合） 
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図 3.4.21 コンクリートの圧縮強度の品質管理結果（C1 配合） 
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図 3.4.22 コンクリートの圧縮強度の品質管理結果（C2 配合）
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 図 3.4.23 コンクリートの圧縮強度の品質管理結果（C3 配合） 
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 図 3.4.24 コンクリートの圧縮強度の品質管理結果（C4 配合） 
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図 3.4.25 X-Rs-Rm 管理図（10-10-10） 

X : 3 本の平均値
Rs :前回平均と今回平均との差 
Rm :3 本中の最大値と最小値の差 


